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二
號
 
平
成
元
年
三
月

二
五
二

-
休
宗
純

の
印
可
観

に

つ
い
て

-

『
自
戒
集
』

を
め
ぐ

っ
て
-

飯

塚

大

展

(一)

-
休
宗
純
に
よ
る
法
兄
養
隻
宗
願
な
ら
び
に
そ

の
派
下
に
対
す
る
批

判

・
罵
倒
は
、

一
休
の

『
狂
雲
集
』
、
更
に
よ
り
極
端
な
形

で

『
自
戒

集
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
が
壬
そ
の
論
理
と
基
調
は

こ
貫
し
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
壬
『自
戒
集
』
に
見
ら
れ
る
養

曼

批

判

の
幾

つ
か
を
挙
げ
て
み
た
い
。

(
1
)一休

は
、
禅
を
あ
た
か
も
渡
世
の
道
具
と
す
る
よ
う
な
禅
者
を
痛

烈
に
批
判
し
て
い
る
。
『
狂
雲
集
』
に
お

い

て
壬
徹

翁

義

亨

の

『
示
二栄
衝
徒
一』
法
語
を
引
用
し
て
壬
こ
れ
ら
を
批
判
し
て
い
る

が
、
こ
の
法
語
の
批
判
対
象
は
、
あ
き
ら
か
に
栄
衝
徒
-
養

隻
派

下
の
僧
侶
で
あ

っ
た
。
こ
の
法
語

は
壬
『自
戒
集
』
に
も
引

用

さ

れ
て
お
り
、
そ
の
批
判

の
基
調
を
な
し
て
い
る
。

(2
)一
休

の
印
可
否
定
の
主
張
は
、
単

に
養
隻
の
印
可
に
対
す
る
安
易

な
態
度
を
批
判
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
壬

一
休
自
か
ら
の
会
下
に
お

い
て
も
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
印
可
を
求

め
る
在
り
様
に
対
し
て

も
同
様
に
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、

一

休
は
印
可
そ

の
も

の
に
対
す
る
全
面
否
定

に
到
達
し
て
い
る
と
言

え
る
。

(3
)次

に
、
禅
師
号

の
問
題
が
あ
る
。
養
隻
が
朝
廷

・
幕
府
に
は
た
ら

き
か
け
て
、
先
師
華
隻
宗
曇
と
自
か
ら
に
対
し
て
禅
師
号
を
得
た

事
に
、

一
休
は

『
狂
雲
集
』
、
と
り
わ
け

『
自
戒
集
』
で
口
を

極

め
て
罵

っ
て
い
る
。

次
に
、
『
自
戒
集
』
に
つ
い
て
少
し
く
見
て
み
た
い
。 
『自

戒

集
』

は
、
『
一
休
年
譜
』

の
記
事
と
現
在
の
偶
頒
数
と
が

一
致
せ
ず
、
ま
た
重

復
す
る
法
語
も
あ
り
、
未
整
理
の
印
象
を
受
け

る
。
『
狂

雲

集
』
と
の

比
較
に
お
い
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
製
作
上

の
意
図

・
態
度
に
は
懸
隔

の
差
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
荒
唐
無
稽
な
論
理
や
糞
尿
主
義
的
表
現
が
繰

り
返
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「繊
多

・
非
人

・
坂
者

・
田
楽
」
等

の
中

世
身
分
観

の
反
映
と
し
て
の
差
別
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
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狸
雑
さ
か
ら
し
て
、
私
は
こ
の
書

の
性
格
を
詩
的
形
態
を
な
さ
ぬ
、
落

(
頭
)

書

的

な

も

の

(
『
自

戒

集

』

に

は

「
無

住
諺

」

の
語

が

見

え

る

が
)

と

考

え

て

い
る
。(二

)

一
休

の
批

判

対
象

と

な

っ
た
堺

で

の
養

婁

の
活

動

に

つ
い

て
み

て

み

た

い
。

(A
)康
正
元
年

ノ
秋

ノ
末
、
養
曼
、
堺

二
新
庵

ヲ
建
立

ス
。
庵
号

ヲ
陽
春
庵

ト

云
。
異
名
ヲ
養
翌

ノ
入
室

ト
云
。
同
十

二
月
堺

へ
下
向

ア
リ
テ
壬
安
座
点

眼
壬
庵

ヒ
ラ
キ

ニ
五
種
行

ヲ
行

フ
。

一
ニ
ハ
入
室
壬

一
ニ
ハ
垂
示
着
語

、

一
ニ
ハ
臨
済
録

の
談
義
、

一
ニ
ハ
参

禅
壬

一
ニ
ハ
人

二
得
法

ヲ
オ

シ
ウ
。」

養

斐

の
教

化
活

動

は
、

五
種

行

と

い
う
形

に
要

約

さ

れ

る
。

入

室

に

つ
い

て

は
、
『
狂
雲

集

』

に
も

見

え

る
が

、

『
自

戒

集

』

で

は
男

女

の
イ

メ

ー
ジ

一
色

に
塗

り

つ
ぶ

さ

れ

て

お

り

、

こ
れ

に
見

る
限

り

一
休

の
比

丘

尼

観

は
極

め

て
蔑

侮

的

で
あ

っ
た

と
言

え

る
。

た

と

え

ぽ

一
休

は
、

養

隻

会

下

の
比

丘

尼

が
養

隻

よ

り
得

法

を

し

て
、

今

度

は
そ

の
比

丘

尼

が

同
参

の
者

を
接
得

せ

ん

と

し

て

い
る

さ

ま

を
、

竹

箆

の
代

り

に
す

り

こ
ぎ

を
使

う

と

い

っ
て
嘲

笑

し

て

い

る
。

ま

た

、
養

隻

が

「
座

頭

矯

一
」

の
入
室

を
許

し

て

い
る

こ

と

に

つ
い

て
、

盲

人

の

入
室

は
甚

だ

軽

率

で
あ

り

壬
そ

の
さ

ま

は
狗

が
車

に
乗

る

の
と

同
様

無

意
味

だ

と

し
、

そ

れ

は
仏

法

に
暗

い
養

嬰

だ

か

ら

こ
そ

壬
「
座

頭

ヲ

モ
、

入

室

ノ

数

二

入

ル
ナ

リ

と

一
休

は
断

じ

て

い
る

。

い
か

に
養

斐

に
対
す

る

罵

倒

に

終

始

す

る

と

は
い

え
、

対

社

会

観

の

一
端

を

窺

え

る

よ

う

に
思

う
。

(B
)
(
上
略
)
養
嬰
和
尚
、
十
四

五
年
、
比
丘
尼

・
商

人

ナ
ソ
ト

ニ
、

カ
ナ
ツ

ヶ

ノ
古
則

ヲ
ヲ
シ

エ
テ
得
法

ヲ
サ
セ
ラ

レ
候

。
今

ハ
田
楽

・
座
頭

ナ
ソ
ト

モ
、
我

ハ
得
法

ノ
モ
ノ
ナ
リ
壬
(
下
略
)

(B
)の
末

尾

に
は

壬
康

正

二
年

(
一
四
五
六
)

孟

夏

と

あ

り

、

こ

れ

に

よ

れ

ば

、

永

享

の
末

年

頃

よ

り
商

人

や

比

丘

尼

、

さ

ら

に
は

田

楽

壬
平

家

語

り

の
座

頭

と

い

っ
た
雑

芸

能

民

に
も

参

禅

・
得

法

を

教

え

は

じ

め
、

最

近

の
十

四

、

五
年

は
頻

繁

に
行

わ

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

と

し

て

い

る
。

(C
)大
唐
国
有
新
渡
船
 
碧
岩
抄
出
句
中
禅

屠
児
手
段
養
聖
老
、
古
則
話
頭
切
売
銭

ム
カ

シ
紫

野

二
碧
岩

ノ
抄
出

ア
リ
。
異
名

ヲ
句
中
抄
出
ト
云
。

今
江
湖

二
多

シ
。
養
翌
、

ワ
レ

バ
カ
リ

シ
リ

タ
ル
ト
心
得
テ
、
多

ノ
比

丘
尼

。

商
人

ナ
ソ
ト

ニ
ヨ
ミ
ウ

ル
。

(C
)で

は
壬

養

曼

が

『
碧

岩

抄

出

』

も

し
く

は

『
句

中

抄

出

』

と

呼

ば

れ

る
抄

物

か

ら
、

公

案

に
対

す

る
著

語

を

人

々
に
教

え

、
代

価

と

し

て

金

銭

を
得

て

い

る
有

り
様

を

「
屠

児

の
手

段

」
と

断

じ

て

い

る
。

ま

た

、

こ
れ

に

よ

り
当

時

大
徳

寺

に

は

「
碧

岩

抄

出

」

な

る
書

が

伝

来

し

て
お

り
、

『
碧

岩

集

』

の
伝

授

が

行

わ

れ

て

い
た

こ
と

が

推

察

さ

れ

る

。

こ
れ

に
関

し

て

は
、

『
碧

岩
百

則

大

灯

国
師

下

語

』
壬
『
大

灯

国

師

百

二

十

則

』

が

こ

の
門

流

に

お
け

る
著

語

の

一
つ

の

モ
デ

ル
と

な

っ
て

い
た

一
休
宗
純
の
印
可
観
に
つ
い
て

(飯

塚
)
 

二
五
三
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一
休
宗
純

の
印
可
観

に

つ
い
て

(飯

塚
)
 

二
五
四

と
考

え

ら

れ

る
。

平

野

宗

浄

氏

に
よ

れ
ぽ

、
『
大
灯

百

則

』

に

は
、

江

戸

期
書

写

の
三
本

(
真
珠
庵
、
光
福
寺
壬
駒
沢
大
本
)

が

あ

り
、

全

て

の

本

の
末

尾

に
華

婁
宗

曇

の

「
伝

法

証

語

」

が
記

さ

れ

て

お

り
、

こ
れ

は

当

時

印

可

伝
法

の
者

の
み

に
伝

写

さ

れ

た

も

の
で
あ

ろ
う

と

さ

れ

る
。

ま

た

、
『
大

照
禅

師
語

録
』

(
養
曼
語
録
)

孤
蓬

庵

蔵

本

の

一
本

に

は

「
華

隻

老

拙

、
宗

願

首

座

の
為

に
書

す

」

と

あ

り

、
平

野

氏

は
、

こ

の
点

に

つ
い
て

壬

「
原

本

は
お

そ

ら

く

徹
翁

、
言

外

、

華
・隻

と

伝

授

さ

れ

た

も

の
か
、
或

い
は
直

伝

の
も

の

を
養

隻

に
写

さ

せ

し

め

壬
華

隻

が

証

語

を

記

入

し

た

も

の
」

と

さ

れ

る
。

大

灯

派

下

の

『
碧

岩
集

』

に
対

す

る
下

語

(
著
語
)

の
在

り
方

は

、
叢

林

(
五
山
)

に
お

け

る

そ

れ

と

は
異

っ
て

い
た

ら

し
く

、

玉
村

竹

二
氏

が

紹

介

さ

れ

て

い
る

南
禅

寺

金

地
院

旧

蔵

の

『
碧

岩
集

抄

』

の
識

語

に

よ

れ
ぽ

壬
「
削

立

テ
読

」

む

方

法

が

林

下

、

就

中

大

応

、
大

灯

以
来

の
伝

統

で

あ

る

と
さ

れ

る

(D
)逢
着
尼
如
渡
得
船
 
夜
深
暗
微
細
教
禅

道
俗
集
得
法
物
語
 

十
日
廿
日
手
間
銭

僧
比
丘
尼
会
合

シ
テ
、
得
法

ノ
物
語
壬
茶
子

サ
カ
ナ

ニ
云
、

ア
キ

ヒ
ト

ノ
ア
ル
モ
ノ
ハ
云
壬
十

日

ノ
テ

マ

ニ
テ
得
法

ス
。
又
壬

ア

ル

モ

ノ

ハ

云
、
我

ハ
ハ
ツ
カ

ノ
テ

マ
ニ
テ
得
法

ス
ト
。

(失
)

(E〉

ア
ル
比
丘
尼

、
柏
樹

子

ノ
カ

ナ
法
門

ヲ
手
箱

ノ
中

二
入
テ
ウ

シ
ナ
イ

タ
リ

(歎
)

ト
ナ
ケ
ク
。

又
、

ア

ル
比
丘
尼

ハ
、
万
法

不
侶

ノ
下
語
壬

キ

・
カ
キ

ナ
ン

ト
ソ
ノ
ウ
ケ
ト
リ
ヲ
ウ

シ
ナ
イ

タ
リ
ト
落
涙

ス
。

こ

こ
で

は
、
著

語

の

二

つ
三

つ
を

覚

え

込

ん

で
、
得

法

立

て

を

し

、

あ
た
か
も
禅
者
の
端
く
れ
な
ど
と
い
う
よ
う
な
思
い
上
が
り
を

一
休
は

断
罪
し
て
い
る
。
こ
の
万
法
不
侶
の
公
案
は
、
養
嬰
会
下
で
極
め
て
有

名
ら
し
く
壬
他
の
記
録
に
も
見
え
、
養
曳
の
高
弟
春
浦
宗
獺
が
師
の
行

な
っ
た
入
室
語
を
記
録
し
て
い
る
。

一
休
の
時
代
、
林
下
に
お
い
て
は
師
を
求
め
て
の
行
脚

の
傾
向
が
強

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
現
実
は
、

一
休

の
考
え
る
本
来

の
在
り
様
と

は
懸
隔
の
も
の
と
化
し
て
い
た
。
『自
戒
集
』
に
見
ら
れ
る
養
隻

の
教

化
活
動
は
、
事
実
そ
の
ま
ま
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
当
時

未
だ
に
安
定
を
欠
い
て
い
た
大
徳
寺
の
社
会
的
地
位
を
政
治
的
か
け
ひ

き
の
中
に
隆
盛
を
も
た
ら
し
壬
か
っ
養
隻
の
外
護
者
を
広
範
囲
に
求
め

て
い
っ
た
方
向
性
は
壬
後

に
も
継
承
さ
れ
て
い

っ
た
。
養
嬰
壬
と
り
わ

け
春
浦
の
語
録
に
は
壬
乗
炬
法
語
等
葬
祭
に
関
わ
る
比
重
が
高
く
、
足

利
幕
府
周
辺
の
人

々
壬
守
護
等

の
権
力
者
も
目
立
つ
が
、
や
は
り

一
休

が
比
丘
尼
の
入
室
を

口
汚
く
罵

っ
て
い
る
事
情
が
推
察
さ

れ

る

ほ
ど

に
、
比
丘
尼
等
女
性
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
葬
祭
と
い
う
点
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
女
性

の
宗
教

に
対
す
る
親
近
観
を
抱
か
せ
、
又
壬
商

人
独
自
の
ア
イ
デ

ソ
テ
ィ
テ
ィ
な
ら
び
に
ス
テ
イ
タ
ス
を
充
足
さ
せ
る

も
の
と
し
て
養
隻
の
禅
は
、
時
代
の
要
求
に
応

じ
た
も
の
で
あ

っ
た
と

言
え
る
。

一
休
が
師
の
よ
う
に
枯
淡
な
禅
者
で
は
な
く
壬
風
狂

・
風
流

の
禅
者
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、

一
休
も
ま
た
林
下
大
徳
寺
派

の

禅
僧
と
し
て
の
活
動
は
壬
そ
の
批
判
し
糾
弾
し
続
け
て
き
た
養
隻
の
そ

れ
と
、
あ
る
意
味
で
は
大
差
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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(三
)

一
休

の
印

可

否

定

の
背

景

に

は
、

先

師
華

曳

が
養

隻

を

印

可

し

て

い

た

こ

と
が

あ

る

。

し

か

し

壬

一
休

は
壬

華

嬰

が

認

め

た

と

い
う

事

実

を

恐

ら
く

知

っ
て

い
な
が

ら

、
終

始

否

定

し

続

け

る

。

(F
)華
里
和
尚
御
影

ノ
賛

二
云
壬
噸
来
的

々
付
児
孫
。
華
曳

ノ
ヲ
オ

セ
ラ

レ
シ

バ
、

コ
レ

ハ
縁
語
作
也

ト
。

ソ
ノ
時
分
、

ヤ
カ
テ
養
聖
印

可
ツ
ラ
ヲ

ス
。

『
年

譜
』

に
も

同
様

の
記

事

が

見

え

る
が

、

こ

れ

は
事

実

と

は

異

な

り

壬
養

隻

の
為

に
書

か
れ

た
華

嬰

自
賛

は

一
休

の
よ

う

に

は
解

せ

ら
れ

ず

壬

そ

の
華

嬰

が

養

嬰

に
与

え

た

印
証

も
現

存

し

て

い
る
。

そ

し

て
華

斐

よ

り

の
伝

法

衣

と
共

に
、

華

隻

-
養

嬰
-

春

浦

ー

実

伝

宗

真

と

い
う

風

に
そ

の
法

は
嗣

が

れ

て

い

っ
た
。

華

嬰

は
、

養

嬰

が

大

徳

寺

で

の
主

流

派

を
形

成

し

た

こ
と

に

よ
り

注

目

さ

れ

る
が

、

在

世

中

は
徳

禅

寺

の

出

世

を
断

る
書

状

や

『
狂

雲
集

』

な
ど

か

ら

し

て

壬
枯

淡

の
人

で
あ

っ

た

こ
と
が

わ

か

る
。

世

に
お

も

ね

ら

な

い
師

と

し

て

一
休

は
尊

崇

し

て

や

ま

な

か

っ
た

壬

そ

の
華

嬰

が
養

隻

を
認

め

た
と

い
う

事

実

は

、

一
休

の
禅

者

と

し

て
、

真

の
在

り
様

の
定

立

に
大

き

な

影

を

落

し

た

こ
と

は

疑

い
得

な

い
。

(
F
)
寛
正
二
年

六
月
十

六
日
、
大
灯
国
師

ノ
頂
相

ヲ
本

寺

ヘ
カ

エ
シ
テ
念
仏
宗

ト
ナ
ル
。
其

ノ
頒
、
狂
雲
集

ニ
ア
リ
。

ソ
ノ
意
趣

ハ
、
我
門
弟

二
壬
我

力

印
可
ト
云
テ
、
年
来

久
参

タ
テ
ヲ
シ
テ
、

一
休

ノ
後

ハ
我

二
仏
法

ヲ
問

ヘ

、
会
裏

ノ
人

々
二
申

シ
ア

エ
リ
。

コ
レ
カ
大
欲
心
壬
大
我
慢
、
大
謄
虚

言

ナ
ル
事
壬

ヲ
ヨ
ソ
世
界

ニ
モ
カ
ク
レ
ナ
キ

ス
ク

レ
者

ナ
リ
。

(下
略
)

『
狂
雲

集

』

に

「
謹

白

久
参

人

<
寛

正

二
年

六

月
十

六

日
崇

宗
蔵

主

絶

交

>
」

の
詞

書

の
頬

が

見

え

る
が

、

<

>

内

の
詞
書

に
は

問

題

が

あ

る
。

ま

た

壬

一
休

は

、

会

下

に
あ

っ
た
曹

洞

宗

の
蓑

笠
庵

紹

徳

山

主

を

撞

斥

し
て

い
る

。

(H
)
一
休
会
下

二
曹
洞

ヨ
リ
来

ル
者
、

ア
ヤ
マ
ラ
サ

ル

ハ
ス
ク
ナ
シ
。
中

ニ
モ

蓑
笠
庵

ハ
、
名
聞

ヲ

コ
ノ

ム
人

ニ
テ
、
印
可

ヲ
ノ
ソ

ム
。
又
、
カ

タ
ヲ
カ

ノ
太
郎
左
衛
門

ト
云
者
、
仏
法
名
聞

ア
リ
。
彼
等

ハ
、
我
死

後

ニ
ハ
、

一

定
、

一
休

ノ
印
可
也

ト
云
テ
、

ク
チ
タ
テ
ヲ
ス

ヘ
シ
。
我

ハ
華
嬰

ヨ
リ

ノ

印
可

ナ
シ
壬
華
曼

モ
亦
壬
言
外

ヨ
リ
ノ
印
可

ナ
シ
。
サ

ル
ポ
ト

ニ
、
人

ヲ

モ
印
可

ス
ル

コ
ト
ア
ル

ヘ
カ
ラ
ス
。
(
下
略
)

以
上

、

一
休

の
会

下

に

お

い
て
も

自

分

は

一
休

よ

り

印

可

を

得

た

と

称

す

る
輩

が

後

を
絶

た

な

か

っ
た

こ
と

を

示

し

て

い
る

。
印

可

に
対

す

る

批

判

は

壬
外

に
向

け

ら

れ

る

と
同

時

に
、

自

か

ら

の
側

に
も

向

け

ら

れ

ね
ば

な

ら

な

か

っ
た
。

(G
)
の
念

仏

宗

へ
の
転

向

、

又

「
作

二
法

華

宗

一

意
趣

」
も

仮

構

に
過

ぎ

な

い
だ

ろ
う

が

、

荒

唐
無

稽

の
論

理

と

は

い

え

、
印

可

の
全

面

否

定

と

い
う
点

で

一
貫

し

て

い
る

。
最

後

に

、

一
休

は
自

か

ら

に

つ
い

て
印

可

は

な

い
と

繰

り

返

す

が

壬

こ
れ

は
修

辞

な

ら

ざ

る

も

の
が

あ

る

と
考

え

る

。

<

キ
ー
ワ
ー
ド
>

 
印
可
、
『
自
戒
集
』

(駒
沢

大
学
大

学
院
)

一
休
宗
純

の
印
可
観

に

つ
い
て

(
飯

塚
)
 

二
五
五

-767-


